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『
源
氏
物
語
五
十
四
帖
絵
尽
』
か
ら
『
源
氏
物
語
絵
尽
大
意
抄
』
へ
の
再
版
小
考

　
　
　

―
版
元
、
和
泉
屋
市
兵
衛
の
新
た
な
読
者
層
獲
得
の
方
法
―

�

池
田　

大
輔

抄
録
：『
源
氏
物
語
五
十
四
帖
絵
尽
』（
文
化
九
年
【
一
八
一
二
】
刊
）
か
ら
再
版
本
『
源
氏
物
語
絵
尽
大
意
抄
』（
天
保
八
年
【
一
八
三
七
】
刊
）
に
お
け
る
再
版
に
つ
い
て
、
前
付
の
口
絵
、
序
文
と
本

文
に
あ
た
る
挿
絵
、
和
歌
の
加
筆
修
正
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
再
版
本
で
あ
る
『
源
氏
物
語
絵
尽
大
意
抄
』
が
新
た
に
獲
得
し
よ
う
と
し
た
読
者
層
と
そ
の
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
源
氏
物
語
、
源
氏
物
語
絵
尽
大
意
抄
、
源
氏
物
語
五
十
四
帖
絵
尽
、
和
泉
屋
市
兵
衛
、
渓
斎
英
泉

　
　

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
後
期
に
出
版
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
の
梗
概
書
の
ひ
と
つ
『
源
氏
物
語
絵
尽
大
意
抄
』

（
以
下
、『
大
意
抄
』）
は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
江
戸
の
版
元
甘
泉
堂
よ
り
刊
行
さ
れ
、

二
十
五
年
前
の
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
同
じ
版
元
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
五
十
四
帖

絵
尽
』（
以
下
、『
五
十
四
帖
絵
尽
』）
の
再
版
本
で
あ
る
。
再
版
と
は
言
え
、
大
き
さ
は
、
特
小

本
（
縦
九
、
横
七
糎
）
か
ら
中
本
（
縦
十
九
、
横
十
二
糎
）、
新
た
に
頭
書
（
絵
の
内
容
と
は
関

係
な
い
）
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
大
幅
な
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
る

（
１
）。

な
お
、『
大
意
抄
』
の
影
印
、

翻
刻
お
よ
び
解
説
書
と
し
て
小
町
谷
照
彦
氏
の
詳
細
な
先
行
研
究
が
あ
る

（
２
）。

　

本
稿
で
は
、
再
版
に
あ
た
っ
て
の
特
長
と
挿
絵
、
和
歌
の
変
更
意
図
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
　

一
、『
五
十
四
帖
絵
尽
』
と
『
大
意
抄
』
の
挿
絵
と
絵
師
に
つ
い
て

　
『
五
十
四
帖
絵
尽
』
は
、そ
の
名
の
と
お
り
『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
か
ら
各
巻
一
場
面
を
描
き
、

そ
こ
に
巻
名
と
源
氏
香
図
、
和
歌
一
首
を
載
せ
る
、
ま
さ
に
絵
が
主
の
絵
尽
挿
絵
で
構
成
す
る
。

し
か
も
、
一
場
面
に
つ
き
、
見
開
き
一
丁
な
の
で
、
一
目
で
物
語
場
面
と
和
歌
を
鑑
賞
で
き
る
構

成
と
な
っ
て
い
る
。
再
版
に
あ
た
っ
て
は
、
巻
ご
と
の
絵
の
構
図
と
和
歌
の
組
み
合
わ
せ
は
同
じ

も
の
の
、
明
ら
か
に
挿
絵
の
人
物
の
表
情
が
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
図
１
、
図
２
の
よ
う
に
男
女

が
描
か
れ
る
空
蝉
巻
を
例
に
、
そ
の
表
情
を
見
比
べ
て
み
る
と
そ
の
差
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ

の
挿
絵
は
、
空
蝉
の
寝
所
に
光
源
氏
が
闖
入
す
る
も
、
そ
の
気
配
を
察
知
し
た
空
蝉
が
小
袿
を
残

し
逃
げ
去
る
と
い
う
絵
画
化
定
番
の
場
面
で
あ
る
。
図
１
は
光
源
氏
、
図
２
は
空
蝉
で
あ
る
。

　

図２：『大意抄（甲本）』（左）、『五十四帖絵尽』（右）

図１：『大意抄（甲本）』（左）、『五十四帖絵尽』（右）
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基
本
的
な
構
図
は
同
じ
で
あ
る
が
、
図
１
、
図
２
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
に
注
目
し
て
み
る
と
『
大
意

抄
』
の
方
が
明
ら
か
に
当
世
風
（
江
戸
の
浮
世
絵
）
の
豊
か
な
表
情
で
、
源
氏
物
語
本
文
を
踏
ま

え
た
視
覚
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。
挿
絵
に
該
当
す
る
物
語
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

�　
（
空
蝉
ハ
）
あ
さ
ま
し
く
お
ぼ
え
て
、
と
も
か
く
も
思
分
か
れ
ず
、
や
を
ら
起お

き
出い

で
て
、

生す
ゝ
し絹

な
る
単ひ

と
へ衣

を
ひ
と
つ
着き

て
、
す
べ
り
出い

で
に
け
り
。
君
（
＝
光
源
氏
ハ
）
は
入い

り
給
て
、

た
だゝ
ひ
と
り
臥ふ

し
た
る
を
心こ

ゝ
ろや

す
く
思お

ぼ

す
。　

�

（「
空
蝉
」一
二
四
・
一
二
五
頁
）（

３
）

　

図
１
の
光
源
氏
は
、「
衣き

ぬ

を
押ゝ
し
や
り
て
、
寄よ

り
給
へ
る
に
」（
同
頁
）
と
い
う
右
手
を
指
し
伸

ば
す
姿
は
両
書
と
も
同
じ
で
あ
る
が
、『
大
意
抄
』
の
方
が
「
た
だゝ
ひ
と
り
臥ふ

し
た
る
」
を
空
蝉

本
人
と
疑
わ
ず
「
心こ

ゝ
ろや

す
く
思
す
」
自
信
と
期
待
が
、
少
し
吊
り
上
が
り
気
味
の
目
元
と
口
元
で

表
現
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
『
五
十
四
帖
絵
尽
』
で
は
、
無
表
情
で
は
な
い
も
の
の
、
伝
統
的
な

大
和
絵
の
引
目
鈎
鼻
に
近
い
描
き
方
で
あ
る
。
図
２
の
空
蝉
は
、『
五
十
四
帖
絵
尽
』
の
方
が
、

わ
ず
か
に
微
笑
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
れ
は
、
忍
び
寄
る
光
源
氏
の
「
け
は
ひ
」
を
感

じ
た
空
蝉
の
「
女
は
さ
こ
そ
忘わ

す

れ
給
を
う
れ
し
き
に
思お

も

ひ
な
せ
ど
」（
同
頁
）
と
い
う
「
う
れ
し
き
」

表
情
と
も
解
せ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
は
「
あ
さ
ま
し
」
と
い
う
空
蝉
な
ら
で
は
の
複
雑
な
葛
藤

が
語
ら
れ
る
文
脈
な
の
で
、『
大
意
抄
』
の
固
く
閉
じ
た
口
元
の
方
が
「
あ
さ
ま
し
」
の
心
情
を

表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
『
五
十
四
帖
絵
尽
』の
挿
絵
は
、慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）蒔
絵
師
で
歌
人
の
山
本
春
正（
一
六
一
〇

～
一
六
八
二
）
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
、
通
称
「
絵
入
源
氏
」
の
絵
を
踏
襲
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
図
３
は
、「
絵
入
源
氏
」（
無
刊
記
小
本
）
の
当
該
場
面
の
挿
絵
で
あ
る

（
４
）。

　

図
３
の
空
蝉
も
、
図
２
『
五
十
四
帖
絵
尽
』
同
様
に
口
角
が
上
が
り
、
口
元
が
微
笑
ん
で
い
る

よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
の
光
源
氏
の
締
ま
っ
た
口
は
、「
人ひ

と
た
が違

へ
」（
同
・
一
二
五
頁
）
し

た
「
あ
さ
ま
し
く
心
や
ま
し
け
れ
」（
同
頁
）
と
い
う
驚
き
と
不
快
感
が
読
み
取
れ
よ
う
。「
絵
入

源
氏
」
の
後
世
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
清
水
婦
久
子
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る

（
５
）。

　
　

�　

江
戸
時
代
中
期
以
降
に
お
い
て
は
、
絵
師
に
よ
る
作
品
に
ま
で
、「
絵
入
源
氏
」
の
特
殊

な
図
と
同
じ
構
図
の
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
第
五
章
第
二
節
参
照
）。
一
部
の
貴

族
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
源
氏
物
語
が
、
広
く
一
般
庶
民
の
手
に
ゆ
き
わ
た
る
よ
う
に
な
る

の
に
、
最
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
こ
の
「
絵
入
源
氏
」
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

　
『
五
十
四
帖
絵
尽
』
の
挿
絵
も
、
二
二
六
図
を
有
す
る
「
絵
入
源
氏
」
を
参
考
に
描
い
た
も
の

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
俳
諧
師
の
野
々
口
立
圃
（
一
五
九
五
～
一
六
六
九
）
が
編
集
し
た
万
治

四
年
（
一
六
六
一
）
刊
行
の
『
十
帖
源
氏
』
や
、
そ
れ
を
通
俗
化
し
た
『
お
さ
な
源
氏
』（
寛
文

五
年
【
一
六
六
五
】
刊
）
に
は
当
該
場
面
の
挿
絵
が
な
い
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
が
、
南
北
朝
時

代
に
成
立
し
江
戸
時
代
に
何
度
も
版
を
重
ね
た『
源
氏
小
鏡
』の
須
原
屋
版『
源
氏
小
鏡
』（

６
）、『

源

氏
鬢
鏡
』（
万
治
三
年
【
一
六
六
〇
】）
な
ど
に
は
同
一
構
図
の
挿
絵
を
有
し
て
い
る
の
で
、
影
響

関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
さ
て
、「
絵
入
源
氏
」
の
人
気
・
普
及
に
つ
い
て
は
、

吉
田
幸
一
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
７
）。

　
　

�　

三
種
の
版
本
が
、
承
応
三
年
か
ら
寛
文
五
年
（
一
六
五
四
―
一
六
六
五
）
頃
の
十
二
年
間

に
お
い
て
、時
と
形
と
板
元
と
を
替
え
て
出
版
さ
れ
た
。
以
後
貞
享
・
元
禄
時
代
（
一
六
八
四

―
一
七
〇
三
）
を
経
て
、
正
徳
年
間
（
一
七
一
一
―
一
七
一
五
）
ま
で
の
六
、七
十
年
間
に

亘
り
版
を
重
ね
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
率
直
に
言
っ
て
、
江
戸
期
に
お
い
て
こ
れ
程
『
源
氏

物
語
』
の
普
及
に
貢
献
し
た
テ
キ
ス
ト
は
比
類
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
…
（
中
略
）
…
し

か
も
、
そ
の
三
種
の
絵
入
本
『
源
氏
物
語
』
は
、
量
と
し
て
は
本
文
・
付
載
併
せ
て
合
計

一
八
〇
冊
に
も
及
び
、
そ
れ
が
六
、七
十
年
間
も
続
い
た
の
だ
か
ら
、
販
売
部
数
に
お
い
て

も
お
そ
ら
く
相
当
数
に
達
し
た
に
相
違
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
や
構
図
の
同
一
性
か
ら
、『
五
十
四
帖
絵
尽
』
の
挿
絵
が
「
絵
入
源
氏
」
の

影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
推
測
さ
れ
る
が
、『
五
十
四
帖
絵
尽
』
か
ら
『
大
意
抄
』
へ
の
挿
絵

の
変
化
に
は
、一
体
何
が
影
響
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
的
に
『
五
十
四
帖
絵
尽
』
も
『
大

図３：「絵入源氏」
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意
抄
』
も
、
担
当
絵
師
は
、
浮
世
絵
師
の
渓
斎
英
泉
（
一
七
九
一
～
一
八
四
八
）
と
さ
れ
る
。
し

か
し
、『
源
氏
物
語
注
釈
書
・
享
受
史
事
典
』（

８
）

が
『
五
十
四
帖
絵
尽
』
の
項
で
は
「
著
者
未
詳
」

と
し
、
小
町
谷
照
彦
氏
が
「
同
じ
英
泉
の
筆
に
し
て
は
描
写
が
や
や
稚
拙
な
よ
う
に
も
見
受
け
ら

れ
な
い
で
も
な
い
」（

９
）、

高
田
信
敬
氏
が
「
文
化
九
年
は
英
泉
の
活
躍
時
期
と
し
て
や
や
早
き

に
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
上
、
画
風
も
ま
っ
た
く
異
な
る
」（

10
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
稿

者
も
挿
絵
は
別
人
の
作
と
考
え
る
。『
浮
世
絵
大
事
典
』
に
よ
る
と
、
渓
斎
英
泉
の
浮
世
絵
師
と

し
て
の
文
化
、
天
保
期
の
活
躍
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る

（
11
）。

　
　

�　

菊
川
英
二
宅
に
奇
遇
し
て
浮
世
絵
の
作
画
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
文
化
末
年
よ
り
合
巻
の

挿
絵
を
描
く
。
現
在
、
英
泉
号
で
年
代
の
明
確
な
最
も
早
い
作
品
と
し
て
、
文
化
一
三
年

（
一
八
一
六
）
刊
の
合
巻
『
桜
曇
春
朧
夜
』（
自
画
作
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
文
政
期
に
入

る
と
、
洒
落
本
、
人
情
本
、
読
本
、
狂
歌
本
な
ど
版
本
の
挿
絵
を
は
じ
め
、
錦
絵
を
多
数
作

画
す
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
、
美
人
画
で
は
妖
し
く
凄
艶
な
美
人
像
で
…
（
中
略
）
…
歌
川

派
と
葛
飾
派
が
独
占
す
る
浮
世
絵
界
で
活
躍
し
た
。
天
保
期
に
は
人
情
本
の
挿
絵
や
典
型
化

し
た
美
人
画
を
多
作
す
る
も
、漢
画
風
や
洋
風
の
作
品
を
描
い
た
風
景
画
に
特
色
を
示
し
た
。

　
『
五
十
四
帖
絵
尽
』
が
刊
行
さ
れ
た
文
化
九
年
は
、
や
は
り
渓
斎
英
泉
の
絵
師
と
し
て
の
活
躍

時
期
と
し
て
は
尚
早
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、『
大
意
抄
』
の
見
返
し
に
は
「
渓
齋
英
泉
画
」
と
あ

る
が
、『
五
十
四
帖
絵
尽
』
に
は
絵
師
の
記
載
が
な
い
。

　

渓
斎
英
泉
の
挿
絵
は
、
ま
さ
に
浮
世
絵
師

と
し
て
の
本
領
を
発
揮
し
て
い
る
。
特
に
女

性
は
「
妖
し
く
凄
艶
な
美
人
像
」、「
切
れ
長

の
目
尻
を
吊
り
上
げ
、
下
唇
を
突
出
し
た
妖

艶
な
迫
力
を
も
つ
美
人
像
」（

12
）

で
、
目
と

唇
に
特
長
が
見
ら
れ
る
。
渓
斎
英
泉
が
描
く

女
性
の
唇
は
、「
半
開
き
の
口
元
で
は
笹
紅

色
の
紅
が
妖
し
く
光
り
、
女
性
の
脂
粉
の
香

が
漂
っ
て
き
そ
う
な
濃
厚
な
色
気
を
漂
わ
せ

て
い
る
」（

13
）

と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
特

長
的
な
女
性
表
現
が
『
大
意
抄
』
に
も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
図
４
の
口
絵
の
紫
式
部
は
、
多
色

摺
（
青
、
赤
、
黄
、
緑
）
で
、
渓
斎
英
泉
の
美
人
画
風
紫
式
部
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
琵

琶
湖
に
映
る
月
を
石
山
寺
か
ら
眺
め
る
紫
式
部
の
表
情
も
、
ど
こ
と
な
く
艶
め
か
し
く
感
じ
ら
れ

る
（
14
）。

　

し
か
し
、『
大
意
抄
』
の
挿
絵
に
描
か
れ
る
女
君
の
多
く
は
、
図
２
の
空
蝉
の
よ
う
に
、
口
元

を
隠
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
渓
斎
英
泉
の
特
長
的
な
唇
の
女
性
表
現
を
、
王
朝
風
の
隠
す
文
化
と

し
て
描
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
、
侍
女
は
口
元
を
露
わ
に
描
い
て
い
る
。
同
じ

女
性
で
も
、
女
主
人
と
侍
女
の
立
場
の
違
い
で
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
『
五
十
四
帖
絵
尽
』
の
最
大
の
特
長
は
、「
絵
入
源
氏
」
に
は
あ
っ
た
物
語
本
文
を
な
く
し
、「
絵

尽
」
に
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
だ
け
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
と
っ
て
「
絵
」
が
重
要
で
あ
っ
た
の
だ

が
、
画
風
に
関
し
て
は
、
絵
師
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
当
然
、
そ
こ
に
は
版
元
の
影
響
が
一
番

大
き
い
。
次
に
、
版
元
と
の
関
り
か
ら
『
五
十
四
帖
絵
尽
』
と
『
大
意
抄
』
に
つ
い
て
考
察
を
進

め
た
い
。

　
　

二
、『
五
十
四
帖
絵
尽
』
と
『
大
意
抄
』
の
挿
絵
と
版
元
に
つ
い
て

　
『
五
十
四
帖
絵
尽
』
と
『
大
意
抄
』
の
挿
絵
の
違
い
は
、
単
に
絵
師
の
画
力
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
草
双
紙
な
ど
出
版
は
、
版
元
監
修
の
も
と
、
作

者
、
絵
師
、
彫
師
、
摺
師
の
五
者
協
働
を
基
本
と
し
た
、
筆
耕
、
彫
り
、
摺
り
、
折
、
丁
合
、
切

り
、
表
紙
掛
け
、
綴
じ
と
い
っ
た
一
連
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
15
）。

つ
ま
り
、

絵
師
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
出
版
構
成
に
す
る
か
は
版
元
次
第
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
当
然
そ
こ

に
は
、
い
か
に
多
く
売
り
利
潤
を
生
み
出
す
か
と
い
う
商
売
人
の
思
惑
が
反
映
し
て
く
る
。

『
五
十
四
帖
絵
尽
』『
大
意
抄
』
は
、
と
も
に
同
じ
版
元
で
、
貞
享
年
間
（
一
六
八
四
～

一
六
八
八
）
か
ら
明
治
前
期
に
活
躍
し
た
甘
泉
堂
和
泉
屋
市
兵
衛
板
で
、
江
戸
芝
明
神
前
に
店
を

構
え
る
地
本
問
屋
と
し
て
、
浮
世
絵
出
版
の
代
表
的
な
版
元
で
あ
っ
た

（
16
）。

　

さ
て
、『
五
十
四
帖
絵
尽
』刊
行
か
ら
二
十
五
年
後
の
再
版
に
あ
た
っ
て
は
、挿
絵
以
外
に
も
様
々

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
序
文
の
後
に
は
、
多
色
摺
（
青
、
赤
、
黄
、
緑
）
の
口
絵
見
開
き
一
丁

図４：『大意抄（甲本）』
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を
配
す
る
こ
と
で
豪
華
に
目
を
引
く
効
果
を
狙
い
、
店
頭
な
ど
で
試
し
読
み
し
た
読
者
を
作
品
に

（
そ
し
て
購
入
へ
と
）
誘
い
込
む
狙
い
が
窺
え
る
。
そ
の
口
絵
は
、
ま
ず
紫
式
部
石
山
寺
起
筆
伝

説
と
近
江
八
景
「
石
山
の
秋
月
」
を
融
合
さ
せ
て
い
る
。
次
の
丁
に
は
、
そ
の
他
の
七
景
「
勢
田

夕
照
、
粟
津
晴
嵐
、
矢
橋
帰
帆
、
三
井
晩
鐘
、
唐
崎
夜
雨
、
堅
田
落
雁
、
比
良
暮
雪
」
を
一
目
で

愉
し
め
る
と
い
う
当
時
流
行
り
の
近
江
八
景
の
浮
世
絵
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
る
。「
近
江
八

景
」
は
、
江
戸
後
期
の
歌
川
広
重
の
名
所
絵
で
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
刊
行
で
あ
り
、
天
保
八

年
（
一
八
三
七
）
頃
に
は
、「
近
江
八
景
」
の
流
通
と
十
分
な
認
知
、
人
気
の
定
着
、
そ
こ
で
広

重
の
「
近
江
八
景
」
人
気
に
便
乗
し
て
渓
斎
英
泉
に
描
か
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
再
版
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
柳
亭
種
彦
『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
は
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
初
編
が
刊
行
（
以
降
、
天
保
十
三
年

【
一
八
四
二
】
ま
で
三
十
八
編
刊
行
）
さ
れ
、『
大
意
抄
』
の
刊
行
時
期
と
も
重
な
る
。
そ
し
て
何

よ
り
も
、
源
氏
絵
ブ
ー
ム
を
引
き
起
こ
す
引
き
金
と
な
っ
た
精
緻
で
華
麗
な
歌
川
国
貞
の
挿
絵
の

影
響
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
人
気
浮
世
絵
師
に
浮
世
絵
風
の
挿
絵
を
描
か
せ
た『
偐
紫
田
舎
源
氏
』

が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
の
だ
か
ら
、
甘
泉
堂
和
泉
屋
市
兵
衛
も
同
様
の
売
り
出
し
方
に
便
乗
し
て
、
既

に
美
人
画
と
し
て
定
評
の
あ
っ
た
渓
齋
英
泉
に
浮
世
絵
風
の
挿
絵
を
描
か
せ
て
再
版
し
た
と
考
え

る
（
17
）。

だ
か
ら
こ
そ
、『
五
十
四
帖
絵
尽
』
に
は
な
か
っ
た
絵
師
の
名
を
、『
大
意
抄
』
で
は
見

返
し
に
載
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
図
５
は
、『
大
意
抄
』
の
見
返
し
で
、
中
央
に
内
題
「
源
氏
物

語
繪
盡
大
意
抄
」、
そ
の
右
に
「
近
江
八
景
乃
和
歌
／
頭
書
源
氏
講
釋
入
」
と
前
付
と
本
文
頭
書

に
つ
い
て
の
説
明
、
左
に
「
渓
齋
英
泉
画
／
書
肆
甘
泉
堂
梓
」
と
画
工
名
と
書
肆
名
、
ま
た
上
部

左
右
に
横
書
き
で
「
児
女
」「
重
寶
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
た
な
読
者
層
を
取
り
込
む
た
め
の

宣
伝
文
句
で
も
あ
る
。
有
名
な
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
年
の
出
版
諸
条
例
で
は
、「
作
者
」「
板

元
」
の
実
名
を
奥
書
に
書
き
入
れ
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
、
重
版
（
海
賊
版
）
の
取
り
締
ま
り
が
強

化
さ
れ
た
こ
と
で
、
以
後
の
出
版
物
は
作
者
名
と
版
元
名
が
奥
書
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
18
）。

し
か
し
、「
絵
師
」
の
実
名
記
載
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
版
元
の
判
断
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
再
版
に
あ
た
っ
て
見
返
し
に
「
渓
齋
英
泉
」
の
名
を
入
れ
た
の
は
、
甘
泉

堂
の
販
売
促
進
の
宣
伝
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
大
意
抄
』
の
巻
末
広
告
に
「
同　

源

氏
物
語
繪
盡
」（
同
＝
雛
本
）
と
あ
り
、こ
れ
は
小
町
谷
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
『
五
十
四
帖
絵
尽
』

だ
と
考
え
ら
れ
る

（
19
）。

し
た
が
っ
て
、
刊
行
か
ら
二
十
五
年
経
っ
た
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

に
お
い
て
も
、
版
木
が
存
在
し
て
い
て
、
後
摺
り
が
可
能
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
版
木
の

損
傷
な
ど
で
再
版
に
至
っ
た
可
能
性
は
低
い
こ
と
の
証
左
と
な
ろ
う
。

　

さ
て
、『
古
典
籍
総
合
目
録
』
が
、『
大
意
抄
』
に
つ
い
て
「
改
題
再
刷
本
」
と
し
て
記
載
し
て

い
る
よ
う
に
、
版
木
自
体
新
し
く
彫
り
直
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
大
き
な
修
正
点
を
ま
と

め
て
お
く
。

　

①
書
名
が
『
源
氏
物
語
五
十
四
帖
絵
尽
』
か
ら
『
源
氏
物
語
絵
尽
大
意
抄
』
へ
改
題
。

図５：『大意抄（甲本）』（左：巻末、右：見返し）
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②
特
小
本
（
縦
九
、
横
七
糎
）
か
ら
中
本
（
縦
十
九
、
横
十
二
糎
）。

　

③�

前
付
け
内
容
の
順
番
変
更
、
お
よ
び
「
李
園
主
人
」
に
よ
る
新
た
な
序
文
（
刊
行
の
趣
旨
）

の
加
筆
。

　

④�
見
返
し
が
〈
絵
〉「
紫
式
部
石
山
寺
観
月
図
」
か
ら
〈
広
告
〉「
加
筆
内
容
の
説
明
（「
近
江

八
景
乃
和
歌
」「
頭
書
源
氏
講
釈
入
」）、
内
題
、
絵
師
名
、
版
元
名
」
へ
変
更
。

　

⑤�

本
文
で
あ
る
五
十
四
帖
の
絵
尽
挿
絵
が
、
見
開
き
一
丁
か
ら
半
丁
へ
の
変
更
。

　

こ
の
新
た
に
加
え
ら
れ
た
③
④
に
つ
い
て
、「
版
に
よ
っ
て
歌
の
位
置
や
文
字
遣
い
に
若
干
の

相
違
が
あ
る
」（

20
）

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
第
五
節
に
お
い
て
後

述
す
る
。
こ
の
よ
う
に
単
な
る
修
正
で
は
な
く
、
明
確
な
意
図
の
も
と
再
版
に
至
っ
て
い
る
こ
と

が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

三
、
絵
尽
挿
絵
の
和
歌
修
正　

―
「
む
」
か
ら
「
ん
」
へ
―

　

前
節
で
は
、
浮
世
絵
人
気
が
高
ま
る
中
で
の
版
元
甘
泉
堂
に
よ
る
『
大
意
抄
』
刊
行
に
つ
い
て

述
べ
た
。
本
節
で
は
、最
も
重
要
な
本
文
に
あ
た
る
絵
尽
挿
絵
の
修
正
に
つ
い
て
少
し
述
べ
た
い
。

画
風
の
違
い
（
絵
師
は
異
な
る
と
考
え
る
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
構
図

や
和
歌
表
記
に
も
若
干
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

特
長
的
な
も
の
は
、「
む
」
か
ら
「
ん
」
へ
の
表
記
修
正
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
全
部
で
六
帖
（
若

紫
、
葵
、
明
石
、
澪
標
、
行
幸
、
椎
本
巻
）
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
21
）。

た
と
え
ば
、
図

６「
手て

に
つ
み
て
い
つ
し
か
も
み
む●

む
ら
さ
き
の
ね
に
か
よ
ひ
け
る
野の

べ辺
の
わ
か
く
さ
」（『
五
十
四

帖
絵
尽
』「
若
紫
」
五
丁
裏
、
六
丁
表
）
の
二
句
目
や
図
７
「
は
か
り
な
き
千ち

ひ
ろ尋

の
そ
こ
の
み
る

ぶ
さ
の
お
ひ
ゆ
く
す
ゑ
は
我わ

れ

の
み
ぞ
見み

む●

」（
同
「
葵
」
十
丁
裏
、
十
一
丁
表
）
の
結
句
に
修
正

が
見
ら
れ
る
。「
む
」
か
ら
「
ん
」
へ
の
表
記
修
正
し
て
い
る
六
帖
す
べ
て
が
句
切
れ
に
あ
た
る

箇
所
で
あ
り
、
こ
れ
は
音
読
を
意
識
し
た
修
正
だ
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
校
合
や
注
釈
書
を
比
較

し
た
結
果
に
よ
る
表
記
修
正
と
い
う
よ
り
も
、
見
返
し
の
「
児
女
」
や
李
園
主
人
が
記
し
た
序
文

の
「
を
さ
な
き
者
」「
児
童
の
眼
に
ふ
れ
な
ば
」
と
あ
る
よ
う
に
子
ど
も
に
向
け
た
音
読
行
為
を

も
想
定
し
た
音
声
重
視
に
よ
る
修
正
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

（
22
）。

そ
の
こ
と
は
、
図
８
の
紅

梅
巻
で
「
む
め
」
が
「
う
め
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
参
考
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。「
む
め
」

は
、
中
古
で
は
「
ん
め
」
と
発
音
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
江

戸
後
期
に
は
既
に
「
う
め
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
正
し
い
表
記
よ
り
も
音
声
を
重
視
し
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
清
濁
表
記
も
こ
の
頃
に
は
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
は
、
版
本
に
濁
点
が
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
か
ら

も
分
か
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
国
語
学
か
ら
の
意
見
を
ご
教
示

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

一
方
、
花
宴
巻
で
は
、「
ん
」
を
「
ぬ
」
に
修
正
し
て
い
る
。

図
９
の
該
当
和
歌
「
い
づ
れ
ぞ
と
つ
ゆ
の
や
ど
り
を
わ
か
ん●

ま

に
を
ざ
さゝ
が
は
ら
に
か
ぜ
も
こ
そ
ふ
け
」（
同「
花
宴
」九
丁
裏
、

十
丁
表
）
は
、
光
源
氏
が
朧
月
夜
の
素
性
を
知
り
た
い
と
詠
み

か
け
た
和
歌
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
先
ほ
ど
の
和
歌
の
よ
う
に

句
切
れ
箇
所
で
は
な
い
。
こ
の
「
わ
か
ん●

ま
に
」
は
『
源
氏
物

図６：『大意抄（甲本）』（左）、『五十四帖絵尽』（右）

図７：『大意抄（甲本）』（左）、『五十四帖絵尽』（右）

図８：『大意抄（甲本）』（左）、『五十四帖絵尽』（右）

図９：『大意抄（甲本）』（左）、『五十四帖絵尽』（右）
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語
大
成
』
に
よ
る
と
、
諸
本
「
わ
か
む●

ま
に
」
で
一
致
し
て
い
る
の
で
、『
五
十
四
帖
絵
尽
』
が

修
正
し
た
独
自
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
更
に
、『
大
意
抄
』
で
は
図
９
「
わ
か
ぬ●

ま
に
」
と
修
正
し
て
い
る
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、「
わ
か
ん●

ま
に
」（
分
け
探
し
て
い
る
間

に
）
よ
り
も
「
わ
か
ぬ●

ま
に
」（
識
別
し
な
い
間
に
）
と
し
た
理
由
と
し
て
、「
分
け
る
・
区
別
す

る
」
で
は
な
く
「
識
別
す
る
・
判
断
す
る
」
と
い
う
解
釈
と
し
た
と
考
え
る
。
加
え
て
「
わ
か

ぬ●

」
の
方
が
、
女
の
正
体
が
「
分
か
ら
な●

●い
」
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
歌
意
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
見
返
し
や
序
文
に
読
者
対
象
と
す
る
「
児
女
」
が
和
歌
を
発
音
し
音

声
に
し
た
と
き
に
、
花
宴
巻
の
場
合
は
「
わ
か
ん
ま
に
」
よ
り
も
意
味
は
通
り
や
す
い
「
わ
か
ぬ

ま
に
」
へ
と
修
正
を
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、「
児
女
」
が
直
接
読
む
と
い
う

よ
り
も
、
現
在
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
同
様
に
、
読
み
書
き
出
来
る
大
人
が
「
児
女
」
の
た
め
に

音
読
し
て
享
受
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

　

新
た
に
加
え
ら
れ
た
『
大
意
抄
』
の
序
文
で
読
者
対
象
と
し
て
挙
げ
る
「
を
さ
な
き
者
」「
児

童
の
眼
」
と
い
う
表
現
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、版
元
甘
泉
堂
が
そ
う
い
っ
た
読
み
書
き
を
教
え
る
、

教
わ
る
読
者
層
を
意
識
し
た
表
記
修
正
を
指
示
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
も

ち
ろ
ん
、『
大
意
抄
』
の
見
返
し
に
新
し
い
目
玉
と
し
て
掲
げ
る
「
頭
書
源
氏
講
釋
入
」
は
、
相

当
に
高
度
な
内
容
で
あ
り
、
国
学
者
を
は
じ
め
知
識
人
を
も
読
者
層
（
購
買
層
）
と
し
て
獲
得
し

よ
う
と
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
頭
書
の
作
者
と
し
て
は
、

新
た
な
序
文
を
記
し
た
「
李
園
主
人
」
な
る
人
物
で
あ
る
が
、渓
斎
英
泉
と
は
考
え
に
く
い
。「
李

園
主
人
」
と
は
、
一
体
誰
で
あ
ろ
う
か

（
23
）。

　
　

四
、
絵
尽
挿
絵
の
挿
絵
修
正　

―
「
居
姿
」
か
ら
「
立
ち
姿
」
へ
―

　

和
歌
表
記
の
修
正
は
音
声
重
視
に
よ
る
新
規
読
者
層
獲
得
の
方
法
だ
と
考
え
る
が
、
挿
絵
は
視

覚
重
視
の
方
法
で
あ
る

（
24
）。

挿
絵
に
関
し
て
は
、
見
開
き
一
丁
（『
五
十
四
帖
絵
尽
』）
か
ら
半

丁
（『
大
意
抄
』）
へ
の
変
更
に
伴
っ
て
凝
縮
し
て
描
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
物
理
的
な
問

題
も
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
特
小
本
か
ら
中
本
へ
の
大
き
さ
の
変
更
で
解
消
し
て
い
る
。
そ
の

際
の
基
本
的
な
構
図
は
同
じ
で
あ
る
が
、若
干
の
修
正
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、い
ず
れ
も
「
居

姿
」
か
ら
「
立
ち
姿
」
に
修
正
さ
れ
た
薄
雲
、
朝
顔
、
幻
巻
の
光
源
氏
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　
「
立
ち
姿
」
に
つ
い
て
は
、
柏
木
が
偶
然
目
に
し
た
女
三
の
宮
の
「
無
防
備
な
姿
」（

25
）

に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
女
性
の
場
合
、
非
貴
族
的
な
異
常
性
を
示
し
、
見
る
者
の
欲
望
を
掻
き
立
て
る
機

能
が
あ
る
。
一
方
、
男
性
の
立
ち
姿
に
つ
い
て
は
、「
光
源
氏
の
朝
明
の
姿
に
典
型
的
な
よ
う
に
、

本
来
、
男
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
姿
態
」（

26
）

で
あ
り
、
女
性
を
意
識
し
た
男
性
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
一
種
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
う
い
っ
た
姿
の
絵
画
化
で
は
、
菱
川
師
宣
の
見
返
り
美
人

図
を
は
じ
め
と
す
る
「
振
り
返
り
姿
」
の
ご
と
く
、「
身
体
」
は
帰
る
方
向
に
あ
る
が
、「
顔
」
が

残
し
て
い
く
女
性
に
向
け
ら
れ
、
男
女
の
余
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る

（
27
）。

男
性
の
立
ち
姿
に
は
、

従
者
層
を
除
く
と
、
女
の
も
と
を
去
る
（
後
朝
）、
か
い
ま
見
、
舞
、
蹴
鞠
、
叢
中
、
川
辺
な
ど

の
邸
外
に
お
い
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

図
10
は
、
藤
壺
を
喪
っ
た
光
源
氏
の
悲
し
み
を
描
い
た
薄
雲
巻
で
あ
る
。
人
物
の
起
居
に
つ
い

て
、
ま
ず
は
、
当
該
場
面
の
物
語
本
文
を
確
認
し
た
い
。

　
　

�　

二
条
院
の
御
前ま

へ

の
桜さ

く
らを

御
覧ら

む

じ
て
も
、
花
の
宴え

む

の
折お

り

な
ど
思お

ぼ

し
出い

づ
。「
今こ

と
し年

ば
か
り
は
」

と
独ひ

と

り
ご
ち
給
て
、
人
の
見み

と
が
め
つ
べ
け
れ
ば
、
御ね

む
ず
だ
う

念
誦
堂
に
籠こ

も

り
ゐ
給
て
、
日ひ

と

ひ
一
日
泣な

き
暮く

ら

し
給
。
夕ゆ

ふ

日
は
な
や
か
に
さ
し
て
、
山
際ぎ

は

の
梢こ

ず
ゑあ

ら
は
な
る
に
、
雲
の
薄う

す

く
渡わ

た

れ
る
が
、

鈍に
び

色
な
る
を
、
何な

に

ご
と
も
御
目め

と
どゝ
ま
ら
ぬ
頃こ

ろ

な
れ
ど
、
い
と
も
の
あ
は
れ
に
思お

ぼ

さ
る
。 図 10：『大意抄（甲本）』（上）

『五十四帖絵尽』（下）
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�　

入
日
さ
す
峰み

ね

に
た
な
び
く
薄う

す

雲
は
も
の
思
ふ
袖
に
色
や
ま
が
へ
る

　
　

人
聞き

か
ぬ
所
な
れ
ば
、
か
ひ
な
し
。�

（「
薄
雲
」
四
四
八
頁
）

　

藤
壺
を
喪
っ
た
悲
し
み
に
暮
れ
る
光
源
氏
は
、た
だ
独
り
二
条
院
の
念
誦
堂
に
「
籠こ

も

り
ゐ
給
て
」

と
「
お
籠
り
に
な
り
座
っ
た
ま
ま
」
一
日
中
泣
き
暮
ら
し
た
の
で
あ
る
。
物
語
本
文
に
は
「
ゐ
給

て
」
と
あ
る
よ
う
に
「
絵
入
源
氏
」
を
は
じ
め
『
五
十
四
帖
絵
尽
』
も
こ
の
場
面
を
、
光
源
氏
の

居
姿
と
し
て
描
く
。
と
こ
ろ
が
、『
大
意
抄
』
で
は
、
簀
子
ま
で
せ
り
出
し
た
立
ち
姿
の
光
源
氏

が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
五
十
四
帖
絵
尽
』『
大
意
抄
』
と
も
に
、
そ
の
視
線
は
巻
名
と
も

な
っ
て
い
る
「
入
日
さ
す
峰
に
た
な
び
く
薄
雲
」
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
右
手
を
顔

前
に
掲
げ
る
姿
は
、
独
詠
歌
の
「
も
の
思
ふ
袖
」
で
あ
り
「
御
目め

と
どゝ
ま
ら
ぬ
」
涙
を
拭
う
姿
で

あ
る
。
こ
う
し
た
修
正
に
つ
い
て
、『
大
意
抄
』
は
、「
御ね

む
ず
だ
う

念
誦
堂
に
籠こ

も

り
ゐ
給
て
」
の
文
脈
よ
り

も
、「
夕ゆ

ふ

日
は
な
や
か
に
さ
し
て
」
以
降
の
外
に
意
識
が
向
か
う
文
脈
を
に
重
点
を
置
い
た
と
考

え
る
。
つ
ま
り
、「
日ひ

と

ひ
一
日
泣な

き
暮く

ら

し
給
」
と
「
夕ゆ

ふ

日
は
な
や
か
に
さ
し
て
」
の
文
脈
間
に
時
間

的
空
間
的
な
隔
て
を
認
め
、
室
内
か
ら
簀
子
と
い
う
、
よ
り
月
と
薄
雲
に
近
い
外
部
へ
と
移
動
さ

せ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
藤
壺
へ
の
想
い
、
そ
し
て
喪
失
感
を
か
ら
少
し
だ
け
前
向
き
に
「
立

ち
」
上
が
っ
た
姿
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
結
果
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
光
源
氏
の
「
泣な

き
暮く

ら

し
」
か
ら
「
い
と
も
の
あ
は
れ
」
へ
の
転
換
で
あ
る
。
し
か
も
、和
歌
と
同
化
し
た
源
氏
雲
に
よ
っ

て
孤
絶
し
た
「
月
」
は
「
薄う

す

雲
」
の
遥
か
彼
方
に
あ
り
、
藤
壺
が
い
る
で
あ
ろ
う
遠
く
西
方
浄
土

を
も
連
想
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
も
う
会
う
こ
と
が
か
な
わ
な
い
と
い
う
絶
望
を
暗
示
し
、
袖
を

拭
う
光
源
氏
の
姿
と
結
び
付
い
て
い
く
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
「
月
」
＝
藤
壺
の
喩
と
し
て
幻
視

す
る
挿
絵
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
構
図
に
注
目
し
て
み
る
と
、『
五
十
四
帖

絵
尽
』
は
若
干
俯
瞰
的
で
あ
る
が
、『
大
意
抄
』
は
正
面
な
い
し
仰
望
的
で
、
鑑
賞
者
は
よ
り
物

語
世
界
に
入
り
込
み
、
光
源
氏
と
同
化
す
る
形
で
「
月
」
を
眺
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

光
源
氏
の
「
立
ち
姿
」
は
、「
居
姿
」
よ
り
も
「
月
」
に
近
い
簀
子
へ
と
移
動
し
、「
月
」
を
目

に
し
て
涙
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
藤
壺
を
想
起
、
幻
視
す
る
「
月
」
へ
の
強
い
想
い
の
表
現
で
あ

り
、「
月
」
を
希
求
す
る
姿
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
簀
子
は
、
邸
の
内
部
と
外
部
と
の
「
境

界
領
域
」（

28
）

で
あ
り
、
そ
の
ぎ
り
ぎ
り
の
空
間
に
お
け
る
「
立
ち
姿
」
は
、「
月
」
と
い
う
外
界

へ
と
吸
い
込
ま
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、
懸
命
に
踏
み
留
ま
っ
て
い
る
姿
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　

図
11
は
、
幻
巻
で
あ
る
が
、
前
掲
図
10
の
薄
雲
巻
と
同
一
の
構
図
で
、
挿
絵
修
正
も
同
じ
で
あ

る
。大
き
な
違
い
は
、和
歌
に
詠
ま
れ
る
景
物
と
袖
の
し
ぐ
さ
の
描
き
方
で
あ
る
。図
10
で
は
、「
月
」

が
雲
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
図
11
で
は
「
雁
」
が
雲
の
手
前
と
し
て
、
断
絶
し

て
い
な
い
空
間
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
雁
は
、
秋
の
帰
雁
と
い
う
「
常
世
か
ら
の
使
者
」

と
し
て
「
最
愛
の
女ひ

と

の
魂
に
も
め
ぐ
り
逢
え
る
は
ず
だ
」（

29
）

と
光
源
氏
の
目
に
は
映
っ
た
に
違

い
な
い
。
作
中
和
歌「
お
ほ
そ
ら
を
か
よ
ふ
ま
ぼ
ろ
し
夢ゆ

め

に
だ
に
み
え
こ
ぬ
玉た

ま

ゆ
く
へ
た
づ
ね
よ
」

（『
大
意
抄
』「
幻
」
二
一
丁
表
）
と
独
り
口
ず
さ
む
「
ま
ぼ
ろ
し
」
＝
幻
術
士
を
「
雁
」
に
幻
視
し
、

亡
き
紫
の
上
の
魂
を
同
じ
地
平
に
あ
る
と
信
じ
、
そ
の
魂
の
在
処
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
図
10
の
よ
う
に
袖
で
顔
を
覆
っ
て
い
た
と
き
の
よ
う
な
絶
望
感
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
図
10
と

は
異
な
り
、
袖
と
い
う
視
線
を
遮
る
も
の
が
な
い
「
立
ち
姿
」
は
、
あ
た
か
も
光
源
氏
が
雁
の
飛

ん
で
い
く
常
世
の
国
へ
と
こ
れ
か
ら
向
か
う
こ
と
を
暗
示
し
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
死
へ
と
向
か
う

心
の
方
向
を
示
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
紫
の
上
を
喪
い
、「
非
日
常
的
な
も
の
に
出
会
う

特
権
的
瞬
間
」
で
あ
る
「
ま
ど
ろ
み
」
と
心
的
状
況
が
深
く
か
か
わ
る
「
な
が
め
」（

30
）

の
時
空

に
お
い
て
、突
如
と
し
て
表
れ
た
雁
に
心
惹
か
れ
た
の
も
無
理
は
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
五
十
四

帖
絵
尽
』
の
光
源
氏
が
簀
子
に
片
足
を
突
き
出
し
て
い
る
の
も
そ
う
い
っ
た
雁
が
向
か
う
世
界
へ

足
を
踏
み
入
れ
て
い
る
こ
と
の
表
わ
れ
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
深
読
み
と
い
う
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
図
10
と
図
11
の
挿
絵
の
親
和
性
は
と
て
も
高
い
と
言
え
よ
う
。

図 11：『大意抄（甲本）』（上）
『五十四帖絵尽』（下）
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最
後
に
、
朝
顔
巻
の
「
立
ち
姿
」
で
あ
る
が
、
先
に
見
た
薄
雲
巻
や
幻
巻
と
は
様
相
を
異
に
す

る
。
図
12
の
『
大
意
抄
』
で
は
、
光
源
氏
は
、
庭
先
に
降
り
立
ち
朝
顔
を
見
つ
め
て
和
歌
を
し
た

た
め
て
い
る
。
そ
の
和
歌
と
は
、
挿
絵
の
源
氏
雲
に
あ
る
朝
顔
の
姫
君
へ
宛
て
た
「
み
し
を
り
の

つ
ゆ
わ
す
ら
れ
ぬ
あ
さ
が
ほ
の
は
な
の
さ
か
り
は
す
ぎ
や
し
ぬ
ら
ん
」（『
大
意
抄
』「
朝
顔
」
十

丁
裏
）
で
あ
る
。
物
語
本
文
で
は
「
折（ゝ

を
）ら

せ●

給
て
」（「
朝
顔
」
四
七
五
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
従
者

な
ど
に
命
じ
て
、
前
栽
に
咲
く
朝
顔
の
花
を
折
っ
て
持
っ
て
来
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
図

12
の
『
五
十
四
帖
絵
尽
』
の
よ
う
に
朝
顔
の
花
が
既
に
折
ら
れ
て
手
前
の
簀
子
に
置
い
て
あ
る
方

が
、
物
語
本
文
に
忠
実
な
描
写
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
し
か
し
、『
大
意
抄
』
は
、
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
薄
雲
巻
や
幻
巻
の
光
源
氏
の

よ
う
に
「
居
姿
」
か
ら
「
立
ち
姿
」
へ
と
修

正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
朝
顔
の

姫
君
と
い
う
光
源
氏
を
拒
み
続
け
る
宮
家
の

高
貴
な
女
性
に
対
す
る
能
動
的
な
姿
勢
と
見

る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
今
ま
さ
に
光
源
氏
が

詠
ん
で
い
る
「
は
な
の
さ
か
り
は
す
ぎ
や
し

ぬ
ら
ん
」
と
は
、
何
と
も
挑
戦
的
な
呼
び
か

け
で
あ
る
が
、
そ
う
で
も
し
て
朝
顔
の
姫
君
の
心
を
動
か
し
、
自
分
に
心
を
向
け
て
欲
し
か
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、六
条
御
息
所
が
「
御
物
思お

も

ひ
の
乱み

だ

れ
」（「
葵
」
三
三
頁
）
を
訴
え
た
「
袖

ぬ
る
るゝ
恋
ぢ
と
か
つ
は
知し

り
な
が
ら
下お

り
立た

つ
田た

ご子
の
み
づ
か
ら
ぞ
う
き
」（
同
・
三
五
頁
）
の

心
情
と
重
な
る
。『
細
流
抄
』
が
「
物
語
第
一
の
歌
」
と
す
る
「
田た

ご子
」
に
「
下お

り
立た

つ
」
六
条

御
息
所
と
「
庭
」
に
「
下
り
立
つ
」
光
源
氏
の
姿
と
辛
い
恋
情
は
類
同
性
を
帯
び
る
。
こ
の
後
、

和
歌
を
受
け
取
っ
た
朝
顔
の
姫
君
は
「
従
順
な
慎
み
を
示
し
つ
つ
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら

の
心
を
閉
ざ
し
、
逆
に
孤
独
な
内
省
へ
と
お
も
む
く
性
質
」（

31
）

の
返
歌
を
し
、
や
は
り
拒
絶
し

続
け
る
の
で
あ
る
。
図
13
の
絵
尽
挿
絵
で
は
、
そ
う
い
っ
た
二
人
の
関
係
性
と
切
な
い
恋
情
が
光

源
氏
の
表
情
と
し
て
描
か
れ
る
。
し
か
も
、
朝
顔
を
画
面
手
前
に
配
す
る
こ
と
で
、
光
源
氏
の
切

な
い
表
情
を
、
鑑
賞
者
が
ま
る
で
「
か
い
ま
見
」
を
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
同
情
を
誘
う
構
図
で

も
あ
る
。『
大
意
抄
』
の
絵
尽
挿
絵
の
視
点
に
つ
い
て
は
先
に
少
し
述
べ
た
が
、
物
語
世
界
を
正

面
か
ら
描
く
描
き
方
は
、
鑑
賞
者
を
物
語
世
界
と
同
じ
地
平
に
立
た
せ
る
視
覚
効
果
が
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
鑑
賞
者
を
物
語
世
界
の
ひ
と
り
と
し
て
、
そ
の
場
を
「
か
い
ま
見
」
す
る
者
と
し
て
、

物
語
世
界
に
引
き
込
も
う
と
す
る
方
法
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
上
下
の
源
氏
雲
も
そ
う
い
っ
た
覗

き
見
の
視
覚
的
演
出
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
図
11
、
12
の
『
五
十
四
帖
絵
尽
』

で
は
、
源
氏
雲
が
下
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
、「
居
姿
」
か
ら
「
立
ち
姿
」
へ
と
挿
絵
が
変
更
さ
れ
た
薄
雲
、
幻
、
朝
顔
巻
を
見

て
き
た
が
、
そ
こ
に
共
通
す
る
の
は
物
語
本
文
に
即
し
な
が
ら
も
場
面
の
抒
情
性
を
優
先
し
た
描

き
方
へ
の
修
正
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、「
立
ち
姿
」
の
光
源
氏
が
眺
め
る
視
線
の
先
に

あ
る
「
月
」「
薄
雲
」
＝
藤
壺
、「
雁
」
＝
紫
の
上
、「
朝
顔
」
＝
朝
顔
の
姫
君
は
、
決
し
て
逢
う

こ
と
が
か
な
わ
な
い
女
性
に
へ
の
想
い
を
、
時
に
は
境
界
領
域
ぎ
り
ぎ
り
に
、
時
に
は
邸
外
に
飛

び
出
し
行
く
程
の
強
い
恋
情
を
表
現
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

五
、二
種
類
の
『
源
氏
物
語
絵
尽
大
意
抄
』

　

最
後
に
、
第
二
節
で
触
れ
た
『
大
意
抄
』
の
版
の
違
い
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
版
の
違
い
は
、

本
文
で
あ
る
絵
尽
挿
絵
に
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
序
文
と
口
絵
に
お
い
て
違
い
を
確
認
す
る
こ
と

図 12：『大意抄（甲本）』（上）
『五十四帖絵尽』（下）

図 13：『大意抄（甲本）』
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が
で
き
る
。
但
し
、
序
文
に
お
い
て
は
漢
字
や
仮
名
表
記
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
内
容
の
変
更

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
二
つ
の
『
大
意
抄
』
と
同
じ
挿
絵

を
有
す
る
『
湖
月
百
人
一
首
操
庫
』
も
掲
げ
る
。『
湖
月
百
人
一
首
操
庫
』
に
つ
い
て
は
、
小
町

谷
氏
が
、『
大
意
抄
』『
姿
百
人
一
首
小
倉
錦
』『
女
今
川
』
の
三
書
が
合
綴
さ
れ
た
も
の
で
、
無

刊
記
本
と
天
保
八
年
刊
行
本
、
天
保
九
年
刊
行
本
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
32
）。

　

図
14
の
『
湖
月
百
人
一
首
操
庫
』
と
『
大
意
抄
（
乙
本
）』
は
、
同
一
の
版
木
を
用
い
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
図
15
の
『
大
意
抄
（
甲
本
）』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
文
机
の
柄
、
下
の
源
氏

雲
内
の
和
歌
の
「
秋
」
の
文
字
（
へ
ん
と
つ
く
り
が
逆
）
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
図

16
の
紫
式
部
の
表
情
も
、『
大
意
抄
（
甲
本
）』
の
方
が
絵
尽
挿
絵
の
渓
斎
英
泉
の
画
風
と
一
致
す

る
。
刊
記
は
い
ず
れ
も
「
天
保
八
年
」（
序
文
に
は
天
保
丁
酉
冬
再
版
）
と
あ
る
が
、
口
絵
は
替

え
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

　

口
絵
や
序
文
の
板
木
を
替
え
て
も
、
巻
末
刊
記
は
同
じ
板
木
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

正
確
な
前
後
関
係
は
、
他
の
版
本
と
の
比
較
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、

本
稿
で
は
口
絵
の
違
い
の
指
摘
と
紹
介
に
留
め
た
い
。

図 15：『大意抄（甲本）』

『大意抄（乙本）』（右）図 14：『湖月百人一首操庫』（左）
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お
わ
り
に

　
『
源
氏
物
語
五
十
四
帖
絵
尽
』
は
、
物
語
本
文
を
な
く
し
絵
を
全
面
に
押
し
出
す
こ
と
で
、
物

語
鑑
賞
と
い
う
点
に
お
い
て
画
期
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
物
語
を
「
読
む
」
の
で
は

な
く
「
見
る
」
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
国
学
者
や
連
歌
師
、
俳
諧
師
な
ど
限
ら
れ
た
範
囲
で
享
受
さ

れ
て
き
た
『
源
氏
物
語
』
の
読
者
層
の
拡
大
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
二
十
五
年

後
に
再
版
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
大
意
抄
』
で
は
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
見
返
し
の
広
告
や
序
文
が

掲
げ
る
「
児
女
」「
を
さ
な
き
者
」「
児
童
」
を
も
読
者
対
象
と
し
て
、
渓
斎
英
泉
と
い
う
人
気
浮

世
絵
師
の
絵
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
で
、
更
な
る
読
者
層
の
獲
得
を
目
指
し
た
と
考
え
る
。

　

そ
こ
に
は
音
声
重
視
と
視
覚
重
視
の
修
正
が
考
え
ら
れ
る
。
視
覚
重
視
の
修
正
で
は
、「
居
姿
」

か
ら
「
立
ち
姿
」
へ
と
変
更
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
俯
瞰
視
点
か
ら
正
面
視
点
へ
の
鑑
賞
方

法
の
違
い
、
更
に
は
上
下
の
源
氏
雲
に
注
目
す
る
こ
と
で
、「
か
い
ま
見
」
の
手
法
を
取
り
入
れ

て
描
い
て
い
る
可
能
性
を
論
じ
た
。

　

江
戸
版
本
は
多
く
現
存
し
各
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
現
在
で
は
、

国
立
国
会
図
書
館
「
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
や
「
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
」
で
の
国
文

学
資
料
館
所
蔵
本
は
オ
ー
プ
ン
テ
キ
ス
ト
と
し
て
自
由
に
掲
載
す
る
こ
と
も
出
来
る
に
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
九
曜
文
庫
を
は
じ
め
と
し
て
各
大
学
に
お
い
て
も
所
蔵
本
の
デ

ジ
タ
ル
画
像
公
開
が
進
み
、東
京
大
学
総
合
図
書
館
の
「
デ
ジ
タ
ル
源
氏
物
語
」
は
、「
絵
入
源
氏
」

の
挿
絵
を
比
較
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
、
今
ま
で
以
上
に
多
く
の
写
本
や
版
本
を
比

較
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

（
33
）。

今
後
は
、
そ
う
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
な
ど
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
拓
か
れ
た
研
究
の
推
進
も
望
ま
れ
る
。

注（
１
）
今
回
取
り
上
げ
た
『
源
氏
物
語
五
十
四
帖
絵
尽
』
は
、
国
文
学
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
（
日

本
古
典
籍
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
）
を
使
用
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
謝
し
て
記
し
た
い
。『
源
氏
物
語

絵
尽
大
意
抄
』
は
、
二
冊
の
架
蔵
本
（『
源
氏
物
語
絵
尽
大
意
抄
』（
図
15
）
を
甲
本
、『
源
氏
物

語
絵
尽
大
意
抄
』（
図
14
）
を
乙
本
）
を
使
用
し
た
。『
大
意
抄
』
の
刊
記
に
は
、「
元
板　

文
化

九
年
壬
申
年
／
再
板　

天
保
八
丁
酉
年
」（
／
は
改
行
）
と
あ
る
。

（
２
）
小
町
谷
照
彦
『
絵
と
あ
ら
す
じ
で
読
む
源
氏
物
語
―
渓
斎
英
泉
『
源
氏
物
語
絵
尽
大
意
抄
』』

新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
。

（
３
）『
源
氏
物
語
』
の
本
文
引
用
は
、
大
島
本
（『
大
島
本　

源
氏
物
語
』
角
川
書
店
、

一
九
九
六
年
）
に
依
り
、
心
内
表
現
は
〈　

〉、
発
話
表
現
は
「　

」、
主
語
や
人
物
名
は
（　

）、

句
読
点
は
朱
点
を
基
準
と
し
、私
に
改
め
た
箇
所
は
傍
記
を
施
し
た
。
ま
た
、便
宜
を
図
り
、（　

）

内
に
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
巻
名
・
頁
数
を
記
し
た
。
加
え
て
、
前
に
引
用
し
た
巻
と

同
じ
本
文
を
引
用
し
た
場
合
に
は
、
巻
名
を
省
略
し
「
同
」
と
し
頁
数
の
み
示
し
た
。

（
４
）「
絵
入
源
氏
」
は
架
蔵
本
を
使
用
し
た
。
な
お
、
清
水
婦
久
子
「
源
氏
物
語
の
版
本
」『
源

氏
物
語
版
本
の
研
究
』（
和
泉
書
院
、二
〇
〇
三
年
）
に
よ
る
と
、三
種
の
版
本
（
慶
安
三
年
本
【
大

本
】、
万
治
三
年
本
【
横
本
】、
寛
文
頃
の
無
刊
記
本
【
小
本
】）
が
あ
り
、
架
蔵
本
は
無
刊
記
本

に
該
当
す
る
。
横
本
や
小
本
は
、
慶
安
三
年
本
の
異
版
（
海
賊
版
）
で
あ
っ
た
も
の
の
与
謝
野
晶

子
の
愛
読
書
も
小
本
の
無
刊
記
本
で
あ
っ
た
よ
う
に
よ
く
売
れ
流
通
し
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
５
）
注
４
前
掲
書
。
二
八
頁
。

（
６
）『
源
氏
小
鏡
』
の
諸
本
文
類
に
つ
い
て
は
、
岩
坪
健
『『
源
氏
小
鏡
』
諸
本
集
成
』（
和
泉
書

院
、
二
〇
〇
五
年
）
が
大
変
有
益
で
あ
る
。

図 16：「大意抄」乙本（上）、甲本（下）
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（
７
）
吉
田
幸
一
「
は
し
が
き
」『
繪
入
本
源
氏
物
語
考
上
』
日
本
書
誌
学
大
系
53
（
１
）、
青
裳

堂
書
店
、
一
九
八
七
年
。

（
８
）『
源
氏
物
語
注
釈
書
・
享
受
史
事
典
』
伊
井
春
樹
編
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
。

二
五
九
頁
。

（
９
）
注
２
前
掲
書
。
九
六
頁
。

（
10
）
高
田
信
敬
「
二
つ
の
雛
源
氏
」『
む
ら
さ
き
』
第
五
三
輯
、
武
蔵
野
書
院
。
一
〇
四
頁
。

（
11
）「
渓
斎
英
泉
」『
浮
世
絵
大
事
典
』
鈴
木
浩
平
執
筆
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。

（
12
）
森
山
悦
乃
「
幕
末
の
美
人
画
―
菊
山
英
山
と
渓
斎
英
泉
」『
浮
世
絵
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』
至

文
堂
、
一
九
九
六
年
。

（
13
）
神
谷
浩
「
英
山
と
英
泉
」『【
カ
ラ
ー
版
】
浮
世
絵
の
歴
史
』
小
林
忠
編
、
美
術
出
版
社
、

一
九
九
八
年
。
一
〇
七
、一
〇
八
頁
。

（
14
）『
五
十
四
帖
絵
尽
』
で
は
「
空
の
月
」
が
描
か
れ
、『
大
意
抄
』
で
は
、「
湖
面
の
月
」
が
描

か
れ
る
。
な
お
、
近
世
に
お
け
る
紫
式
部
石
山
寺
起
筆
伝
説
と
絵
の
拡
が
り
に
つ
い
て
は
、
安
藤

徹
「〈
紫
式
部
〉
と
石
山
寺
起
筆
伝
説
―
イ
メ
ー
ジ
の
複
数
性
―
」『
新
時
代
へ
の
源
氏
学
10
』（
助

川
幸
逸
郎
、
立
石
和
弘
、
土
方
洋
一
、
松
岡
智
之
編
、
竹
林
舎
、
二
〇
一
七
年
）
が
あ
る
。

（
15
）
草
双
紙
の
製
作
過
程
と
版
元
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
十
返
舎
一
九
作
・
画
『
的
中
地
本

問
屋
』（
享
和
二
年
【
一
八
〇
二
】、
栄
邑
堂
、
村
田
屋
次
郎
兵
衛
刊
）
が
滑
稽
譚
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
各
作
業
現
場
に
必
ず
版
元
が
関
わ
る
こ
と
を
戯
画
的
に
描
き
、
出
版
作
業
に
お
い
て
指

導
監
修
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
参
考
と
な
る
。
な
お
、翻
刻
、校
注
、解
説
し
た
も
の
と
し
て
『「
む

だ
」
と
「
う
が
ち
」
の
江
戸
絵
本
―
黄
表
紙
名
作
選
』（
小
池
正
胤
、
有
働
裕
、
佐
藤
智
子
、
杉

本
紀
子
、
瀬
川
結
美
、
檜
山
裕
子
、
細
谷
敦
仁
、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
が
あ
る
。

（
16
）『
増
訂
慶
長
以
来
書
賈
集
覧
」（
井
上
和
雄
編
、坂
本
定
子
増
訂
、高
尾
書
店
、一
九
七
〇
年
）　

に
よ
れ
ば
、「
天
明
―
明
治
」
で
あ
る
が
、
井
上
隆
明
『
改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
總
覽
』（
日
本

書
誌
学
大
系
76
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
八
年
」
に
よ
れ
ば
、「
貞
享
三
年
」「
明
治
十
五
年
」
の

出
版
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
活
躍
時
期
を
「
貞
享
―
明
治
」
と
し
た
。

（
17
）
注
４
前
掲
書
で
は
、『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
が
読
ま
れ
た
頃
に
『
大
意
抄
』
が
出
版
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
、絵
本
の
普
及
の
観
点
か
ら
の
言
及
が
あ
る（「
源
氏
物
語
の
絵
入
り
版
本
」二
三
頁
）。

佐
竹
秀
子
氏
は
、
甘
泉
堂
の
出
版
姿
勢
に
つ
い
て
「
売
れ
る
も
の
を
売
る
、
と
い
う
甘
泉
堂
の
商

売
に
対
す
る
し
た
た
か
さ
」
を
指
摘
す
る
（「
甘
泉
堂
・
和
泉
屋
市
兵
衞
に
つ
い
て
」『
玉
藻
』
第

十
五
号
、
一
九
七
九
年
六
月
）。

（
18
）
橋
口
侯
之
介
「
三
都
体
制
の
整
っ
た
江
戸
中
期
」『
和
本
入
門　

千
年
生
き
る
書
物
の
世
界
』

平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
。
七
二
頁
。
中
野
三
敏
「
奥
付
・
刊
記
」『
書
誌
学
談
義　

江
戸
の
板
本
』

岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
一
五
年
。
一
七
八
頁
。

（
19
）
注
２
前
掲
書
。
九
四
頁
。

（
20
）
注
２
前
掲
書
。
九
七
頁
。

（
21
）
若
紫
巻
「
見
む
→
見
ん
」、葵
巻
「
見
む
→
見
ん
」、明
石
巻
「
見
む
→
見
ん
」、澪
標
巻
「
け

む
→
け
ん
」、
行
幸
巻
「
ら
む
→
ら
ん
」、
椎
本
巻
「
ら
む
→
ら
ん
」。「『
五
十
四
帖
絵
尽
』
→
『
大

意
抄
』」。

（
22
）『
源
氏
物
語
大
成
』
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
若
紫
、
葵
、
澪
標
、
椎
本
巻
は
諸
本
異
同
な
く

「
む
」
で
あ
る
。
明
石
巻
は
諸
本
「
見
ん
」
で
「
見
む
」
の
本
文
を
持
つ
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
行
幸
巻
は
別
本
（
陽
明
家
本
、
保
坂
本
、
麦
生
本
）
の
み
「
ら
ん
」
と
、
若
干
、「
ん
」
表

記
の
伝
本
も
あ
る
が
、
甘
泉
堂
が
そ
こ
ま
で
確
認
し
て
い
た
と
か
考
え
に
く
い
。
修
正
理
由
に
つ

い
て
は
、
版
元
の
「
売
れ
る
も
の
を
売
る
」
商
売
人
と
し
て
の
立
場
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
23
）
江
戸
後
期
の
浮
世
絵
師
、
鳥
文
斉
栄
之
（
一
七
五
六
～
一
八
二
九
）
の
肉
筆
画
「
美
人
図
」

（
掛
幅
装
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
）
に
は
、「
甲
子
夏
日　

李、

、

、

、

園
主
人
題
」
と
あ
る
。
注

12
前
掲
書
「
主
要
板
元
一
覧
」
に
よ
る
と
、
鳥
文
斉
栄
之
は
、「
風
流
七
小
町
」（
大
判
錦
絵
揃
物
・

天
明
八
年
）
を
和
泉
屋
市
兵
衛
か
ら
出
版
し
て
い
る
の
で
、
和
泉
屋
と
の
関
わ
り
が
あ
る
人
物
と

し
て
「
李
園
主
人
」
が
想
定
さ
れ
よ
う
。『
白
氏
文
集
』
の
「
李
夫
人
」
に
は
、
李
夫
人
の
死
を

悲
し
み
絵
姿
を
「
甘、

、泉
殿
」
に
飾
っ
た
と
あ
る
。
李
園
主
人
は
、
も
し
か
す
る
と
、
甘、

、泉
堂
・
和

泉
屋
市
兵
衛
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
24
）
源
氏
絵
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
中
川
正
美
氏
が
「
享
受
者
層
の
変
化
」「
制
作
者
の
物
語
理

解
」「
視
覚
的
に
表
現
す
る
た
め
の
物
語
解
釈
」「
表
現
媒
体
と
そ
の
形
式
」
な
ど
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
（「
源
氏
絵
の
変
容
―
物
語
と
読
者
の
狭
間
で
―
」『
物
語
絵
・
歌
仙
絵
を
考
え
る

―
変
容
の
軌
跡
』
久
下
裕
利
編
、
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
一
年
）、『
大
意
抄
』
の
再
版
に
あ
た
っ
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て
は
、「
享
受
者
層
の
変
化
」「
視
覚
的
に
表
現
す
る
た
め
の
物
語
解
釈
」
の
影
響
が
考
え
ら
れ
よ

う
。

（
25
）
葛
綿
正
一
「
動
物
を
め
ぐ
っ
て
―
記
号
の
生
成
」『
源
氏
物
語
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
―
記
号

と
歴
史
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年
。
十
四
頁
。

（
26
）
松
井
健
児
「
生
活
内
界
の
射
程
」『
源
氏
物
語
の
生
活
世
界
』
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
。

一
一
八
頁
。

（
27
）
付
言
す
る
と
、
菱
川
師
宣
は
『
源
氏
大
和
絵
鑑
』（
貞
享
二
年
【
一
六
八
五
】
刊
）
の
序
文

「
大
和
絵
師
菱
川
と
い
ふ
一
流
の
真
跡
也
」
と
あ
る
よ
う
に
挿
絵
を
担
当
し
源
氏
絵
を
描
い
て
い

る
。
な
お
、
薄
雲
、
朝
顔
、
幻
巻
の
挿
絵
は
、『
五
十
四
帖
絵
尽
』『
大
意
抄
』
と
は
異
な
る
場
面

を
描
い
て
い
る
。

（
28
）
高
橋
亨
「
源
氏
物
語
の
心
的
遠
近
法
」『
物
語
と
絵
の
遠
近
法
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
一

年
。
十
八
頁
。

（
29
）
鈴
木
日
出
男
「
雁
」『
源
氏
物
語
歳
時
記
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年
。
二
四
三
頁
。

（
30
）
高
橋
文
二
「
王
朝
ま
ど
ろ
み
論
―
女
流
文
学
一
面
―
」『
王
朝
ま
ど
ろ
み
論
』
笠
間
書
院
、

一
九
九
五
年
。
十
五
頁
。
ま
た
、
清
水
婦
久
子
は
、
葵
、
薄
雲
、
幻
、
須
磨
巻
の
挿
絵
で
邸
外
を

な
が
め
る
光
源
氏
の
視
線
に
注
目
し
、
彩
色
も
な
く
限
ら
れ
た
紙
面
の
な
が
め
る
構
図
が
「
源
氏

物
語
の
「
あ
は
れ
」
の
世
界
を
表
し
得
る
有
効
は
手
法
」
と
し
て
「
源
氏
の
視
線
の
先
に
描
か
れ

た
景
物
」
が
「
そ
の
場
面
の
鍵キ

ー
ワ
ー
ド語

」
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
（
注
４
前
掲
書
「「
絵

入
源
氏
」
の
挿
絵
と
和
歌
」
五
〇
七
頁
）。

（
31
）
注
26
前
掲
書
。「
朝
顔
の
姫
君
と
歌
こ
と
ば
」
三
二
六
頁
。

（
32
）
注
２
前
掲
書
。
九
三
、九
四
頁
。
な
お
、
図
と
し
て
示
し
た
『
湖
月
百
人
一
首
操
庫
』
は
架

蔵
本
（
天
保
九
年
刊
行
本
）
を
使
用
し
た
。

（
33
）
河
添
房
江
氏
「
近
代
の
源
氏
絵
の
系
譜
―
梶
田
半
古
・
中
澤
弘
光
の
世
界
―
」
の
、
古
代

文
学
研
究
会
一
月
例
会
（
二
〇
二
二
年
一
月
九
日
、オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
で
は
、画
像
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
公
開
と
機
能
を
活
か
し
た
発
表
で
大
変
参
考
と
な
っ
た
。
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